
自治会活動を通して、区内に見守りや支援が必要な方が多くい

ることを痛感し、地域での見守り・支え合い活動が必要だと感

じました。それだけでなく、塩屋区は海抜 0ｍ地帯が多く、災害

時などに、支援が必要な住民がどこにいるかを把握しておく必

要がありました。そのため、日頃から、地域住民同士で見守り、

災害時には助け合えるよう、体制を整えておく必要があったた

め「塩屋見守り隊」を立ち上げるため出前講座を実施しました。                                       

 

 

 

１．出前講座開催に至った経緯 

 

 

 

 

 

 

２．出前講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～出前講座報告～ 

☆塩屋見守り隊☆ 

塩屋区の特徴として、次世代の自治会活動を担う若いメンバーと民生委員を中心とした組

織づくりです。自治会長の声掛けにより約8名の参加者と一緒に出前講座を開催しました。 

1 日目はメンバーの皆さんと一緒に「小地域ネットワーク」について学び、どのような世帯に

対して見守りを行っていく必要があるかメンバー間で意見交換をしました。また、市役所

（福祉総務課）の協力を得て、災害時避難行動要支援者についても学びました。 

2 日目は、見守り隊が活動する際に使用する地域マップを作成しました。隣近所での見守り

活動を中心として、出前講座を終了後も、定期的に見守り隊の定例会を設けながら活動し

ていくことを確認しました。 

終えての感想 

今後も活動を継続できるよう地域の皆さんと一緒に頑張っていきたいです！！ 

 

 


